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地形
　茅野市は、長野県の中部やや東寄りに位
置する諏訪盆地の中央にあり、東は八ヶ岳
連峰を境として南佐久郡・佐久市に接し、北
は大河原峠、蓼科山、大門峠等により北佐
久郡・小県郡に接し、西は諏訪市に、南は富
士見町・原村に、西南部は杖突峠等によって
伊那市に接しています。
　総面積266.59k㎡に及ぶ広大な市域を
有し、この市域のほぼ4分の3を森林が占
め、豊かな自然環境の中で生活、文化、産業
の基盤が展開しています。
　中央本線、国道20号線及び中央自動車
道が市の西南部を走り、茅野駅を中心に標
高700mから1,200mにわたる緩やかな裾
野に多くの市街地、集落、農地が展開してい
ます。駅から放射状に延びる道路は、市の動
脈として、産業、文化の発展に重要な役割を
果たしています。

　茅野は、茅（かや）の生える野という意味、もと
は旧村の一地名でした。明治38年に鉄道の中央
線が開通し茅野駅が開設されて以来、八ヶ岳山
麓唯一の市街地として産業経済の中心になり、ま
た、観光等で茅野駅の名が全国的に有名になっ

たこと等から駅名を町名にし、その
後市の名前になりました。
　市章は、チノの2文字を組み合わ
せたマークです。上部のデルタは、
市の躍進を表し、円は市の平和と大
同団結を象徴しています。

　恵まれた気候風土の中で栽培される
りんどうは、花持ちが良く、全国的にも
高く評価されています。広大な高原に
咲く紫色の気高い花は、躍進する茅野
市そのものです。

　森の佳人と呼ばれる白樺。蓼科、白
樺湖一帯に自生し緑の中に浮き出る姿
は凛として純粋で高原都市茅野市を象
徴しているかのようです。

［左］国宝「土偶」（仮面の女神）、
［右］国宝「土偶」（縄文のビーナス）

　茅野市は、八ヶ岳連峰を代表する雄大な自然に抱かれて、縄文時代以来の長い歴史を歩んできました。長い時間
（とき）をかけて培われた、「自然との共生」、「人と人とのつながり」、「生きる糧となる産業（技）」、「縄文文化や代々引
き継がれてきた歴史（文化・伝統）」は、私たち茅野市民の誇りであり、財産です。
　私たちは、先人の努力により培われた財産を引き継ぎ、守り、育て、さらにその価値を確かなものにして次世代につ
ないでいくとともに、まちの営みを構成する様々な要素を紡ぎ、織りなすことにより、暮らしやすく、より住み心地の良
い「やさしさ」と、これから先の人口減少・少子高齢化に立ち向かう「活力」が満ち溢れたまちになることを目指します。

八ヶ岳の自然、人、技、歴史が織りなす
やさしさと活力あるまち

目で見る茅野市

2017年1月1日～2017年12月31日

※情報の出典 ●火災・救急出動：諏訪広域消防 
●犯罪交通事故：茅野警察署
●その他の情報：茅野市役所
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1日あたり
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1人1日平均
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0.9組

出生
1日あたり

1.2人
死亡
1日あたり

1.6人

姉妹都市
岡山県　総社市

総社市は、岡山県の南西部に
位置し、備中国分寺を有する
など史跡に富み、吉備文化の
発祥地として有名です。観光
はもちろん、農業や軽工業地
域などの多彩な顔を持ってい
ます。茅野市とは、総社市から
の申し出を受け、昭和59年１
月26日に姉妹都市提携を結
びました。

神奈川県　伊勢原市
伊勢原市は、神奈川県の中央
に位置し、住宅開発や商工業
展開などが進む都市です。丹
沢山系の大山登山口があり、
近代化と自然の調和を保ち
ながら発展を図っています。
茅野市とは、伊勢原市からの
申し出を受け、昭和61年1月
21日に姉妹都市提携を結び
ました。

千葉県　旭市
旭市は、千葉県の東北部に位
置し、九十九里浜に臨む都市
です。多くの田園地帯を生か
した施設園芸や畜産など都市
近郊型農業が、海水浴場とと
もに市の屋台骨となっており
ます。茅野市からの申し出を
受けていただき、昭和49年
12月3日に姉妹都市提携を
結びました。

アメリカ合衆国コロラド州ロングモント市
ロングモント市は、コロラド州
都デンバーから北北西に約
50㎞、標高1,600mに位置す
るロッキー山脈の麓にある美
しい都市です。1871年以来、
農業を基盤に発展してきまし
たが、現在はICT産業が主要
産業となっています。
茅野市出身者がロングモント
市を訪れたことが縁となり、両
市の間で平成2年5月25日に
姉妹都市提携を結びました。
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資料：国勢調査、毎月人口異動調査
【茅野市】
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� P125 D-4

住まいのトラブル、素早く解決いたします！

ちょっとした住まいのお悩みから、トラブル、住宅設備に
関するお問合せまで、どんなことでもお気軽にご相談下さい。
スタッフが状況をしっかりと把握し、お客様のご要望や
ご予算にかなう最適なご提案をさせていただきます。

水回り トイレ 排水管 風呂 暖房器具

よくある対応トラブルよくある対応トラブル
給水管の老朽化による水漏れ
水栓金具（浴室･キッチンなど）からの水漏れ
冬期間の凍結による破損
暖房器具の点火不良やエラー表示など
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地形
　茅野市は、長野県の中部やや東寄りに位
置する諏訪盆地の中央にあり、東は八ヶ岳
連峰を境として南佐久郡・佐久市に接し、北
は大河原峠、蓼科山、大門峠等により北佐
久郡・小県郡に接し、西は諏訪市に、南は富
士見町・原村に、西南部は杖突峠等によって
伊那市に接しています。
　総面積266.59k㎡に及ぶ広大な市域を
有し、この市域のほぼ4分の3を森林が占
め、豊かな自然環境の中で生活、文化、産業
の基盤が展開しています。
　中央本線、国道20号線及び中央自動車
道が市の西南部を走り、茅野駅を中心に標
高700mから1,200mにわたる緩やかな裾
野に多くの市街地、集落、農地が展開してい
ます。駅から放射状に延びる道路は、市の動
脈として、産業、文化の発展に重要な役割を
果たしています。

　茅野は、茅（かや）の生える野という意味、もと
は旧村の一地名でした。明治38年に鉄道の中央
線が開通し茅野駅が開設されて以来、八ヶ岳山
麓唯一の市街地として産業経済の中心になり、ま
た、観光等で茅野駅の名が全国的に有名になっ

たこと等から駅名を町名にし、その
後市の名前になりました。
　市章は、チノの2文字を組み合わ
せたマークです。上部のデルタは、
市の躍進を表し、円は市の平和と大
同団結を象徴しています。

　恵まれた気候風土の中で栽培される
りんどうは、花持ちが良く、全国的にも
高く評価されています。広大な高原に
咲く紫色の気高い花は、躍進する茅野
市そのものです。

　森の佳人と呼ばれる白樺。蓼科、白
樺湖一帯に自生し緑の中に浮き出る姿
は凛として純粋で高原都市茅野市を象
徴しているかのようです。

［左］国宝「土偶」（仮面の女神）、
［右］国宝「土偶」（縄文のビーナス）

　茅野市は、八ヶ岳連峰を代表する雄大な自然に抱かれて、縄文時代以来の長い歴史を歩んできました。長い時間
（とき）をかけて培われた、「自然との共生」、「人と人とのつながり」、「生きる糧となる産業（技）」、「縄文文化や代々引
き継がれてきた歴史（文化・伝統）」は、私たち茅野市民の誇りであり、財産です。
　私たちは、先人の努力により培われた財産を引き継ぎ、守り、育て、さらにその価値を確かなものにして次世代につ
ないでいくとともに、まちの営みを構成する様々な要素を紡ぎ、織りなすことにより、暮らしやすく、より住み心地の良
い「やさしさ」と、これから先の人口減少・少子高齢化に立ち向かう「活力」が満ち溢れたまちになることを目指します。

八ヶ岳の自然、人、技、歴史が織りなす
やさしさと活力あるまち

目で見る茅野市

2017年1月1日～2017年12月31日

※情報の出典 ●火災・救急出動：諏訪広域消防 
●犯罪交通事故：茅野警察署
●その他の情報：茅野市役所
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0.08件
救急出動
1日あたり

6.8件
交通事故
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0.7件

上水道使用
1人1日平均
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転入
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転出
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5.4人
結婚
1日あたり

0.9組

出生
1日あたり

1.2人
死亡
1日あたり

1.6人

姉妹都市
岡山県　総社市

総社市は、岡山県の南西部に
位置し、備中国分寺を有する
など史跡に富み、吉備文化の
発祥地として有名です。観光
はもちろん、農業や軽工業地
域などの多彩な顔を持ってい
ます。茅野市とは、総社市から
の申し出を受け、昭和59年１
月26日に姉妹都市提携を結
びました。

神奈川県　伊勢原市
伊勢原市は、神奈川県の中央
に位置し、住宅開発や商工業
展開などが進む都市です。丹
沢山系の大山登山口があり、
近代化と自然の調和を保ち
ながら発展を図っています。
茅野市とは、伊勢原市からの
申し出を受け、昭和61年1月
21日に姉妹都市提携を結び
ました。

千葉県　旭市
旭市は、千葉県の東北部に位
置し、九十九里浜に臨む都市
です。多くの田園地帯を生か
した施設園芸や畜産など都市
近郊型農業が、海水浴場とと
もに市の屋台骨となっており
ます。茅野市からの申し出を
受けていただき、昭和49年
12月3日に姉妹都市提携を
結びました。

アメリカ合衆国コロラド州ロングモント市
ロングモント市は、コロラド州
都デンバーから北北西に約
50㎞、標高1,600mに位置す
るロッキー山脈の麓にある美
しい都市です。1871年以来、
農業を基盤に発展してきまし
たが、現在はICT産業が主要
産業となっています。
茅野市出身者がロングモント
市を訪れたことが縁となり、両
市の間で平成2年5月25日に
姉妹都市提携を結びました。
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資料：国勢調査、毎月人口異動調査
【茅野市】
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茅野市役所 庁舎案内
住所：茅野市塚原二丁目6番1号

中央監視室

時間外
受付

エスカレーター

消費生活
センター

指定金
融機関

ITコーナー

飲み物
自動販売機エレベーター

エレベーター
公衆電話

ATM
WC

WC

高齢者・保険課

会計課
市民課

市民ロビー

案内

地域福祉課

エスカレーター

エレベーター吹き抜け
エレベーター

202
会議室

203
会議室

選監事務局

売店

環境課

税務課 企画財政課

議
会
棟
へ地域戦略課

授乳室

エレベーター
エレベーター

第1
応接室

第2
応接室

秘書課

秘書待合

行政資料
コーナー

相談室

相談室

吹き抜け

記者クラブ

副市長室市長室

総務課 管理課

議
会
棟
へ

財
産
区
事
務
室

パートナー
シップの
まちづくり
推進課

防災課

印刷室 401
会議室

エレベーターエレベーター

建設課

都市計画課

国県関連事業推進室

1F 2F

3F 4F
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農
業
委
員
会

事
務
局

501
会議室

エレベーター

水道課

商工課 鳥獣被害対策室
茅野市農業支援センター

農林課

エレベーター
相
談
室

教育長室
相談室

エレベーターエレベーター

幼児
教育課

諏訪広域連合
介護保険課

生涯
学習課

こども課 学校
教育課

親子交流
スペース

エレベーターエレベーター

電話
交換室

703
会議室

704
会議室

705
会議室

701
会議室

労組
事務室

702
会議室

エレベーター
エレベーター

大ホール

駐輪場

茅野市
環境館

茅野市
総合サービス㈱

第5駐車場
第4駐車場 第2駐車場

第3駐車場

駐車場案内図
この色の所に駐車してください

車椅子等使用の専用です

公用車
駐車場

茅野市役所
北倉庫

第1駐
車場茅野

市役所
駐輪場

議
会
棟

納戸茅野市役所
北倉庫茅野市

総合サービス㈱

観光まちづくり推進課
ちの観光まちづくり推進機構

和室

大会議室

ロビー

議会棟　1F

議会棟　2F

市
庁
舎
へ 議会事務局 正副議長室

議員席

議場

応接室

議会図書室

議員控室

議会棟　3F

議場上部吹抜け

記者席
第一
委員会室

第二
委員会室

倉庫

全員
協議会室

第三
委員会室

傍聴席

議場上部吹抜け

傍聴受付・入口

市
庁
舎
へ

傍聴席

5F
6F

7F

8F

「庁舎案内」は平成31年4月1日現在の状況です。



広告

10

目
　
　
次

届
出
・
証
明

税
・
年
金
・
保
険

福
祉
・
健
康

出
産
・
子
育
て
・
学
校

相
　
　
談

暮 

ら 

し

ご
み
・
環
境
・
上
下
水
道

そ
の
他
情
報

施
設
ガ
イ
ド

地
　
　
図

医
療
ガ
イ
ド

防
　
　
災

茅
野
市
を
知
ろ
う
！

� P103 F-2、P111 E-3� P107 F-5

部課名 事　　務　　の　　概　　要

総
務
部

総務課 条例・規則、文書管理、情報公開、個人情報保護、提出議案、表彰、非核平和、出張所、職員
採用、職員人事・給与、職員研修、福利厚生

税務課
個人市民税、法人市民税、固定資産税、軽自動車税、市たばこ税、入湯税、都市計画税、国民
健康保険税、税関係の諸証明、原動機付自転車および小型特殊自動車の標識の交付・返納、市
税の納税相談、滞納整理、収納管理、口座振替、納税証明

管理課 庁舎・公用車の管理、公共施設の総合管理、工事・委託業務・物品購入等の入札・契約・工事
の検査（抽出）、普通財産の管理、財産区

危機管理室
防災課

防災・減災、危機管理、国民保護、地域防災計画、災害対策本部、防災会議、防災訓練、防災
気象観測、自主防災組織、地震防災対策強化地域、防災行政無線、防災倉庫、避難行動要支援
者名簿

消防課 消防団、消防用施設、機械器具・水利等の整備および維持管理、水火災予防および啓発宣伝、
防犯、防火協会事務、諏訪広域消防との連絡調整

企
画
部

秘書課 秘書、渉外、姉妹都市（国内）

企画財政課 基本的施策の企画立案、総合計画、行政評価、行財政改革、広域行政、予算、交付税、起債、
公立諏訪東京理科大学

地域戦略課
地域創生総合戦略、シティプロモーションふるさと納税、公共交通、広報紙発行、ホームペー
ジ、行政チャンネル、インターネット動画番組、まちづくり懇談会、市長への手紙・メール、
統計、地域情報化の推進、情報プラザ、情報システム管理

縄文プロジェクト推進室 縄文プロジェクトの推進

市
民
環
境
部

市民課

戸籍（婚姻届・死亡届・出生届等）、転入・転居・転出届、住民票、印鑑登録、印鑑証明、在
留関連事務、諸証明、住居表示、ベルビア出張所、コンビニ証明書交付、入区案内、埋火葬許
可証、市民相談（法律、行政、人権）、自衛官募集、静香苑（火葬場）、県民交通災害共済、永
明寺山公園墓地、市民保健保養施設利用（旭市宿泊施設）、要望書受付（区・自治会以外）、臨
時運行許可受付、マイナンバーカード交付

消費生活センター 消費生活相談（富士見町・原村を含む）、消費生活に関する啓発
パートナーシップのまちづくり
推進課

市民憲章、パートナーシップのまちづくり、地区コミュニティセンター、地区コミュニティ運
営協議会、区・自治会関係、区・自治会からの要望書受付、認可地緑団体

市民活動センター
市民活動センター「ゆいわーく茅野」の運営、市民・NPO・企業・行政の連携によるまちづ
くり、市民活動の普及・啓発・支援・情報提供、茅野市みんなのまちづくり支援事業、茅野市
ひと・まちプラザの管理

環境課 自然保護、公害防止、開発等の指導および規制、地球温暖化対策、し尿処理、害虫等に関する
相談、飼い犬、墓地の経営許可、合併処理浄化槽、特定外来生物対策、里山づくり

美サイクルセンター
環境美化、美サイクル茅野との連絡調整、環境自治会、一般廃棄物処理計画、再資源化、不燃
物処理場および最終処分場の維持管理、放置自転車、ごみおよび資源物の収集・運搬および処
理、不法投棄の防止、諏訪南清掃センターとの連絡調整

健
康
福
祉
部

地域福祉課
生活保護、生活困窮者自立支援、人権対策、軍人恩給、民生児童委員、災害援護、法外援護、
市営温泉施設の管理運営、障害児者支援（身体、知的、精神等）、日本赤十字社（活動資金、
赤十字奉仕団）、保護司会、更生保護女性会、公共交通（路線バス）利用者証、福祉21茅野と
の連絡調整

地域障害者自立生活支援センター 障害者支援
生活就労支援センター 生活困窮者自立相談支援

高齢者・保険課 高齢者支援、介護保険に関する申請受付、国民健康保険（国民健康保険税は税務課）、国民年金、
後期高齢者医療制度、福祉医療費給付金

地域包括支援センター（本センター） 高齢者支援

健康づくり推進課 生活習慣病対策、各種健診、健康づくり、母子保健、精神保健、歯科保健、予防接種、食育、
食生活改善、保健補導員、献血、休日当番医、感染症対策

保健福祉サービスセンター 保健・医療・福祉総合相談（高齢者、障害児者、母子、成人等）、介護保険に関する相談、介
護予防、権利擁護、母子保健、健康づくり、保健補導員

地域包括支援センター（サブセンター） 高齢者支援

【市役所各課等で分担している事務内容（概要）】
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P103 C-5、P104 C-4 P125 D-1

部課名 事　　務　　の　　概　　要

産
業
経
済
部

農林課
農業振興地域整備計画、農業、園芸・畜産の振興、農作物等有害鳥獣駆除、農業資金、災害対
策、林道整備、森林造成（除間伐）、狩猟、伐採届、ほ場整備、農道、農業用排水路、農地災
害復旧

農業支援センター 農業振興ビジョンの推進、就農相談、営農相談、市民農園
鳥獣被害対策室 有害鳥獣による農作物等の被害対策

商工課
産業振興ビジョン、産業間連携、茅野ブランド、コワーキングスペース、茅野・産業振興プラ
ザ、産学公連携、工業振興、工場立地、通信および電波、エネルギー、商業振興、中小企業の
金融相談・斡施、計量器、商店街活性化、勤労者福祉、労務対策

観光まちづくり推進課 観光施策、観光資源保護、観光施設整備、山岳避難対策、白樺湖温泉、千駄刈自然学校、
DMOの育成支援、産業間・地域間の連携体制の構築、広域観光行政、市内への移住推進

都
市
建
設
部

建設課 市道および河川・橋りょうの整備、道路・水路の境界確認および払下げ、道路・水路の維持管
理および修繕、災害復旧、占用許可、交通安全、地籍調査

国県関連事業推進室 国県事業調整

都市計画課 都市計画道路、用途地域他都市計画、開発行為、市営住宅、住宅団地、建築確認、住宅のリフォー
ム、都市公園、建築物耐震改修、空き家対策、景観、市営駐車場、区画整理、中心市街地整備

水道課 水道水の供給・確保、水道新設・増設・開栓・休止および廃止、使用水の検針、水道料、下水
道使用料、上下水道工事、受益者負担金、下水道水洗便所等の改造資金貸付金

会計課 現金保管・出納、指定店窓口、決算

教
育
委
員
会

こ
ど
も
部

こども課

児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当、青少年健全育成、0123広場、CHUKOらんど
チノチノ、地区こども館、どんぐりネットワーク茅野との連絡調整、ファミリーサポートセン
ター
【こども・家庭総合支援拠点　育ちあいちの】
こども・家庭・発達・教育に関する総合相談支援、どんぐり手帳

発達支援センター 【こども・家庭総合支援拠点　育ちあいちの】
こどもの心身の発達に関する相談支援、母子通園訓練施設やまびこ園の管理・運営

幼児教育課 保育園の管理運営、保育園における子育て支援

学校教育課 小学校・中学校の児童生徒の就学、学校保健、教科書採択、通学区域、教育相談、学校の整備
および管理、育英資金、学童クラブ

生
涯
学
習
部

生涯学習課 生涯学習の推進、文化および芸術、人権教育、市図書館、家庭教育センター、文化財の保護・
保存に係わる窓口業務、市民館、多文化共生および国際交流、男女共同参画

こども読書活動応援センター 読書活動の推進、調べ学習コンクール、学校図書館支援、読書ボランティアへの支援

中央公民館 各種講座・高齢者大学・芸術祭（音楽祭・芸能祭・作品展示）等の開催、公民館報発行、各地
区事業（スポーツ大会・文化祭・文化活動）の推進、貸室事務等の管理運営

文化財課
文化財の保護と活用、文化財の指定、指定文化財への補助金交付、史跡公園の整備、埋蔵文化
財の発掘調査、尖石縄文考古館・青少年自然の森・八ヶ岳総合博物館・神長官守矢史料館の管
理および運営

スポーツ健康課 スポーツ教室、茅野市運動公園・体育練成館の維持管理
議会事務局 本会議および委員会、請願・陳情・議会の傍聴、会議録の閲覧、公聴会

農業委員会事務局 農地転用、農地の斡旋および農地紛争の調停、農業者年金、農地交換分合、農地の所有権移転・
貸借権設定

選挙管理委員会事務局 国県市・財産区の選挙人名簿の管理および選挙の執行
監査委員事務局 市の財務および経営事業の管理状況監査および決算審査
公平委員会事務局 職員の勤務条件、不利益処分等措置要求した場合の審査判定・措置
固定資産評価審査委員会事務局 固定資産課税台帳に登録された価格に関する不服の審査、決定

「市役所各課等で分担している事務内容」は、平成31年4月1日現在の状況です。



　本格的な人口減少時代の到来、進行する少子化・高齢
化、頻発する大規模災害、老朽化する公共施設やインフラ
施設への対応など、日本を、また、茅野市を取り巻く社会・
経済情勢は大きく変化してきました。平成３０年（2018年）
は、茅野市が昭和３３年（1958年）８月に市制を施行して以
来、６０周年の節目の年にあたります。この６０年間、先人た
ちの努力により、茅野市は順調に発展を続けてきました。し
かし、人口減少・少子・高齢化社会を迎え、茅野市は今、大
きな時代の転換点の上に立っています。
　このような大きな潮流の中で、平成３０年度（2018年
度）からスタートする第５次茅野市総合計画を策定しまし
た。第５次茅野市総合計画は、目指すまちの将来像を「八ヶ
岳の自然、人、技、歴史が織りなす　やさしさと活力あるま

ち」とし、八ヶ岳に抱かれた豊かな自然を大切にし、未来の
子孫に継承していくこと、暮らしの安全が確保され、安心し
て生活できること、そして、それらを支える産業があり、働く
ことに誇りと喜びがあるまちづくりを進めていくこととしま
した。
　より厳しい時代が予想される状況だからこそ、大胆な発
想の転換により、持続可能なまちづくりを進める必要があ
ります。市民と共に描いた理想（ゆめ）を現実（かたち）にし
ていくため、市民をはじめとするあらゆる主体と市職員が、
大きな目的の達成に向け想いを共有し、丁寧な合意形成
を進め、信頼関係の上に立った「みんなでつくる　みんな
の茅野市」に向けたまちづくりに取り組んでいきます。

八ヶ岳の自然、人、
　　　　技、歴史が織りなす  やさしさと活力あるまち

将来展望
人口

2040年に５万1千人以上
2060年に４万6千人以上

魅力あるしごとをつくる （産業振興・雇用創出）

選ばれるまちをつくる （移住・定住・郷土愛）

楽しいまちをつくる （観光振興）

若い世代を応援する （結婚・出産・子育て支援）

安全・安心な地域をつくる （地域コミュニティ支援）

茅野市地域創生総合戦略 ～茅野市だからできる人口減少対策～

人口減少に立ち向かう茅野市の５つの基本目標

第 5 次 茅 野 市 総 合 計 画

まちづくりの基本指針 目指すまちの将来像の実現に向けて、特に重点的に取り組んでいく
５つの視点を「まちづくりの基本指針」として定めます。

市民活動団体や地域コミュニティ、個人、企業など、あらゆる主体が協働しながら課題解決を
図る住民主体によるまちづくりを展開します。

5　あらゆる主体による協働のまちづくりに向けた仕組みづくり

豊かな自然や素晴らしい景観を次世代につないでいくとともに、生活に欠かすことのできな
いインフラ施設や公共施設の計画的な整備を進めます。

4　安全・安心・豊かな暮らしを支える社会基盤づくり

茅野市のものづくりの技術や縄文遺産、自然環境などの地域の強みをより一層いかして、ま
ちの活力の向上を図ります。

3　まちの活力の向上を図る仕組みづくり

「21世紀を切り拓く、心豊かでたくましくやさしい夢のあるひと育ちの茅野市教育」を進め、
「生きる力」を育むことを目指します。

2　２１世紀を生きる力を育む仕組みづくり

地域における高齢者の見守りや自主防災組織活動の充実など、地域コミュニティ活動の活性
化を図ります。

1　地域やあらゆる世代で支え合う仕組みづくり

　茅野市の人口は、2005年の57,099人（国勢調
査ベース）をピークに減少に転じ、このままの状況
が続くと2060年には約3万7千人にまで減少する
という推計もあります。
　そこで、右記の基本目標に沿った人口減少・少子
高齢化対策に取り組むことで、下の将来展望人口
の実現を目指します。

　本格的な人口減少時代の到来、進行する少子化・高齢
化、頻発する大規模災害、老朽化する公共施設やインフラ
施設への対応など、日本を、また、茅野市を取り巻く社会・
経済情勢は大きく変化してきました。平成３０年（2018年）
は、茅野市が昭和３３年（1958年）８月に市制を施行して以
来、６０周年の節目の年にあたります。この６０年間、先人た
ちの努力により、茅野市は順調に発展を続けてきました。し
かし、人口減少・少子・高齢化社会を迎え、茅野市は今、大
きな時代の転換点の上に立っています。
　このような大きな潮流の中で、平成３０年度（2018年
度）からスタートする第５次茅野市総合計画を策定しまし
た。第５次茅野市総合計画は、目指すまちの将来像を「八ヶ
岳の自然、人、技、歴史が織りなす　やさしさと活力あるま

ち」とし、八ヶ岳に抱かれた豊かな自然を大切にし、未来の
子孫に継承していくこと、暮らしの安全が確保され、安心し
て生活できること、そして、それらを支える産業があり、働く
ことに誇りと喜びがあるまちづくりを進めていくこととしま
した。
　より厳しい時代が予想される状況だからこそ、大胆な発
想の転換により、持続可能なまちづくりを進める必要があ
ります。市民と共に描いた理想（ゆめ）を現実（かたち）にし
ていくため、市民をはじめとするあらゆる主体と市職員が、
大きな目的の達成に向け想いを共有し、丁寧な合意形成
を進め、信頼関係の上に立った「みんなでつくる　みんな
の茅野市」に向けたまちづくりに取り組んでいきます。

八ヶ岳の自然、人、
　　　　技、歴史が織りなす  やさしさと活力あるまち

将来展望
人口

2040年に５万1千人以上
2060年に４万6千人以上

魅力あるしごとをつくる （産業振興・雇用創出）

選ばれるまちをつくる （移住・定住・郷土愛）

楽しいまちをつくる （観光振興）

若い世代を応援する （結婚・出産・子育て支援）

安全・安心な地域をつくる （地域コミュニティ支援）

茅野市地域創生総合戦略 ～茅野市だからできる人口減少対策～

人口減少に立ち向かう茅野市の５つの基本目標

第 5 次 茅 野 市 総 合 計 画

まちづくりの基本指針 目指すまちの将来像の実現に向けて、特に重点的に取り組んでいく
５つの視点を「まちづくりの基本指針」として定めます。

市民活動団体や地域コミュニティ、個人、企業など、あらゆる主体が協働しながら課題解決を
図る住民主体によるまちづくりを展開します。

5　あらゆる主体による協働のまちづくりに向けた仕組みづくり

豊かな自然や素晴らしい景観を次世代につないでいくとともに、生活に欠かすことのできな
いインフラ施設や公共施設の計画的な整備を進めます。

4　安全・安心・豊かな暮らしを支える社会基盤づくり

茅野市のものづくりの技術や縄文遺産、自然環境などの地域の強みをより一層いかして、ま
ちの活力の向上を図ります。

3　まちの活力の向上を図る仕組みづくり

「21世紀を切り拓く、心豊かでたくましくやさしい夢のあるひと育ちの茅野市教育」を進め、
「生きる力」を育むことを目指します。

2　２１世紀を生きる力を育む仕組みづくり

地域における高齢者の見守りや自主防災組織活動の充実など、地域コミュニティ活動の活性
化を図ります。

1　地域やあらゆる世代で支え合う仕組みづくり

　茅野市の人口は、2005年の57,099人（国勢調
査ベース）をピークに減少に転じ、このままの状況
が続くと2060年には約3万7千人にまで減少する
という推計もあります。
　そこで、右記の基本目標に沿った人口減少・少子
高齢化対策に取り組むことで、下の将来展望人口
の実現を目指します。
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　本格的な人口減少時代の到来、進行する少子化・高齢
化、頻発する大規模災害、老朽化する公共施設やインフラ
施設への対応など、日本を、また、茅野市を取り巻く社会・
経済情勢は大きく変化してきました。平成３０年（2018年）
は、茅野市が昭和３３年（1958年）８月に市制を施行して以
来、６０周年の節目の年にあたります。この６０年間、先人た
ちの努力により、茅野市は順調に発展を続けてきました。し
かし、人口減少・少子・高齢化社会を迎え、茅野市は今、大
きな時代の転換点の上に立っています。
　このような大きな潮流の中で、平成３０年度（2018年
度）からスタートする第５次茅野市総合計画を策定しまし
た。第５次茅野市総合計画は、目指すまちの将来像を「八ヶ
岳の自然、人、技、歴史が織りなす　やさしさと活力あるま

ち」とし、八ヶ岳に抱かれた豊かな自然を大切にし、未来の
子孫に継承していくこと、暮らしの安全が確保され、安心し
て生活できること、そして、それらを支える産業があり、働く
ことに誇りと喜びがあるまちづくりを進めていくこととしま
した。
　より厳しい時代が予想される状況だからこそ、大胆な発
想の転換により、持続可能なまちづくりを進める必要があ
ります。市民と共に描いた理想（ゆめ）を現実（かたち）にし
ていくため、市民をはじめとするあらゆる主体と市職員が、
大きな目的の達成に向け想いを共有し、丁寧な合意形成
を進め、信頼関係の上に立った「みんなでつくる　みんな
の茅野市」に向けたまちづくりに取り組んでいきます。

八ヶ岳の自然、人、
　　　　技、歴史が織りなす  やさしさと活力あるまち

将来展望
人口

2040年に５万1千人以上
2060年に４万6千人以上

魅力あるしごとをつくる （産業振興・雇用創出）

選ばれるまちをつくる （移住・定住・郷土愛）

楽しいまちをつくる （観光振興）

若い世代を応援する （結婚・出産・子育て支援）

安全・安心な地域をつくる （地域コミュニティ支援）

茅野市地域創生総合戦略 ～茅野市だからできる人口減少対策～

人口減少に立ち向かう茅野市の５つの基本目標

第 5 次 茅 野 市 総 合 計 画

まちづくりの基本指針 目指すまちの将来像の実現に向けて、特に重点的に取り組んでいく
５つの視点を「まちづくりの基本指針」として定めます。

市民活動団体や地域コミュニティ、個人、企業など、あらゆる主体が協働しながら課題解決を
図る住民主体によるまちづくりを展開します。

5　あらゆる主体による協働のまちづくりに向けた仕組みづくり

豊かな自然や素晴らしい景観を次世代につないでいくとともに、生活に欠かすことのできな
いインフラ施設や公共施設の計画的な整備を進めます。

4　安全・安心・豊かな暮らしを支える社会基盤づくり

茅野市のものづくりの技術や縄文遺産、自然環境などの地域の強みをより一層いかして、ま
ちの活力の向上を図ります。

3　まちの活力の向上を図る仕組みづくり

「21世紀を切り拓く、心豊かでたくましくやさしい夢のあるひと育ちの茅野市教育」を進め、
「生きる力」を育むことを目指します。

2　２１世紀を生きる力を育む仕組みづくり

地域における高齢者の見守りや自主防災組織活動の充実など、地域コミュニティ活動の活性
化を図ります。

1　地域やあらゆる世代で支え合う仕組みづくり

　茅野市の人口は、2005年の57,099人（国勢調
査ベース）をピークに減少に転じ、このままの状況
が続くと2060年には約3万7千人にまで減少する
という推計もあります。
　そこで、右記の基本目標に沿った人口減少・少子
高齢化対策に取り組むことで、下の将来展望人口
の実現を目指します。
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保健・医療・福祉の連携一体化を推進し、心身ともに健康で暮らしや
すい地域を創造し、「人にやさしくお互いに支えあうまち、住んでて
よかった茅野市」を目指します。

保健・医療・福祉
お互いに支えあい、その人らしく
　　　　　　　　　暮らせるまちづくり

・自然環境・生活環境の保全や循環型社会の構築などに向けた取
　組を推進し、良好な環境を次世代に継承します。
・安全で安心な市民生活の確保に取り組みます。

環境・市民生活
八ヶ岳の豊かな自然と人が調和する環境　
先進都市づくりと安心な市民生活の確保

まちづくりを進める
基本政策・政策横断プロジェクト

・市民一人ひとりが学び続けられる環境を整え、創造力あふれる人
　づくりを目指します。
・人と人とのつながりを大切に、地域と共に次世代を担う子どもた
　ちの「生きる力」を育みます。

子育て・教育・文化
生涯を通じて学び続け、未来を
　　　　　切り拓く、心豊かなひと育ち

・道路や河川、上下水道といったインフラ整備を進めます。
・人口減少・少子高齢化などに伴い生じる空家増加などの課題に
　取り組んでいきます。
・コスト面だけでなく、都市基盤全般を考慮した持続可能なまちづ
　くりを目指します。

都市基盤
豊かな自然と共生した
　　　　　　　安心・快適なまちづくり

茅野市が将来にわたって持続可能なまちであるため、雇用の創出
や移住推進などの具体的な事業を通じて人口減少・少子高齢化対
策に取り組みます。

政策横断プロジェクト
①5000年の歴史（とき）を未来に
　つなぎ力強く明日が輝く茅野市をつくる

地域において人と人とが支えあい、「地域の安全は地域の力で守
る」意識の醸成により、安全で安心な災害に強いまちづくりを進
めます。

②自助・共助・公助による
　　　　災害に強い支え合いのまちづくり

「縄文を識る」、「縄文を広める」、「縄文を産み出す」、「縄文を
楽しむ」、「縄文を守る」の視点から事業を推進し、縄文によるま
ちづくり、ひとづくりに取り組みます。

③優れた縄文の文化・精神を取り入れ、
　　　　　　活かし、継承するまちづくり

国籍や文化の違う人々が共に地域社会の構成員として生活するこ
とができるまちづくりを目指すとともに、国際感覚豊かな人材の育
成を図ります。

④心豊かな多文化共生社会の
　　　　　　　　　　　　実現をめざす

ICTを活用して、市民生活・教育環境の向上、雇用・産業の創出など
を進め、市民が暮らしやすいまちになることを目指します。

⑤ICTが支える、人にやさしい暮らし

目指すまちの将来像や、各政策で実施する様々な取組を着実に実
現していくため、市民のまちづくりへの積極的な参加と、茅野市の
経営資源であるヒト・モノ・カネ・情報を最大限にいかした持続可能
な行政経営を進めます。

行政経営
やさしさと活力あるまちづくりを支える
　　　　　　　　持続可能な行政経営

様々な地域資源を活用した新たな付加価値の創出や地域ブランド
の形成を図るとともに、各産業の経営力や技術力等の強化、人材の
確保・育成、事業活動の基盤となる環境整備を進め、活力と活気あ
ふれるまちづくりを目指します。

産業経済
「住んでよし、訪れてよし、働いてよし」
活力と活気あふれるまちづくり

保健・医療・福祉の連携一体化を推進し、心身ともに健康で暮らしや
すい地域を創造し、「人にやさしくお互いに支えあうまち、住んでて
よかった茅野市」を目指します。

保健・医療・福祉
お互いに支えあい、その人らしく
　　　　　　　　　暮らせるまちづくり

・自然環境・生活環境の保全や循環型社会の構築などに向けた取
　組を推進し、良好な環境を次世代に継承します。
・安全で安心な市民生活の確保に取り組みます。

環境・市民生活
八ヶ岳の豊かな自然と人が調和する環境　
先進都市づくりと安心な市民生活の確保

まちづくりを進める
基本政策・政策横断プロジェクト

・市民一人ひとりが学び続けられる環境を整え、創造力あふれる人
　づくりを目指します。
・人と人とのつながりを大切に、地域と共に次世代を担う子どもた
　ちの「生きる力」を育みます。

子育て・教育・文化
生涯を通じて学び続け、未来を
　　　　　切り拓く、心豊かなひと育ち

・道路や河川、上下水道といったインフラ整備を進めます。
・人口減少・少子高齢化などに伴い生じる空家増加などの課題に
　取り組んでいきます。
・コスト面だけでなく、都市基盤全般を考慮した持続可能なまちづ
　くりを目指します。

都市基盤
豊かな自然と共生した
　　　　　　　安心・快適なまちづくり

茅野市が将来にわたって持続可能なまちであるため、雇用の創出
や移住推進などの具体的な事業を通じて人口減少・少子高齢化対
策に取り組みます。

政策横断プロジェクト
①5000年の歴史（とき）を未来に
　つなぎ力強く明日が輝く茅野市をつくる

地域において人と人とが支えあい、「地域の安全は地域の力で守
る」意識の醸成により、安全で安心な災害に強いまちづくりを進
めます。

②自助・共助・公助による
　　　　災害に強い支え合いのまちづくり

「縄文を識る」、「縄文を広める」、「縄文を産み出す」、「縄文を
楽しむ」、「縄文を守る」の視点から事業を推進し、縄文によるま
ちづくり、ひとづくりに取り組みます。

③優れた縄文の文化・精神を取り入れ、
　　　　　　活かし、継承するまちづくり

国籍や文化の違う人々が共に地域社会の構成員として生活するこ
とができるまちづくりを目指すとともに、国際感覚豊かな人材の育
成を図ります。

④心豊かな多文化共生社会の
　　　　　　　　　　　　実現をめざす

ICTを活用して、市民生活・教育環境の向上、雇用・産業の創出など
を進め、市民が暮らしやすいまちになることを目指します。

⑤ICTが支える、人にやさしい暮らし

目指すまちの将来像や、各政策で実施する様々な取組を着実に実
現していくため、市民のまちづくりへの積極的な参加と、茅野市の
経営資源であるヒト・モノ・カネ・情報を最大限にいかした持続可能
な行政経営を進めます。

行政経営
やさしさと活力あるまちづくりを支える
　　　　　　　　持続可能な行政経営

様々な地域資源を活用した新たな付加価値の創出や地域ブランド
の形成を図るとともに、各産業の経営力や技術力等の強化、人材の
確保・育成、事業活動の基盤となる環境整備を進め、活力と活気あ
ふれるまちづくりを目指します。

産業経済
「住んでよし、訪れてよし、働いてよし」
活力と活気あふれるまちづくり
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医療法人 矢嶋内科医院

グループホーム せせらぎの家
人は誰もが年を取ります。認知症になっても
病気があっても、自宅に居る時と変わらない
落ち着いた生活を続けられるように
お手伝いいたします。

茅野市宮川6327-1� TEL.0266-72-4626
担当／せせらぎの家 中原

ぜひ見学にお越しください



保健・医療・福祉の連携一体化を推進し、心身ともに健康で暮らしや
すい地域を創造し、「人にやさしくお互いに支えあうまち、住んでて
よかった茅野市」を目指します。

保健・医療・福祉
お互いに支えあい、その人らしく
　　　　　　　　　暮らせるまちづくり

・自然環境・生活環境の保全や循環型社会の構築などに向けた取
　組を推進し、良好な環境を次世代に継承します。
・安全で安心な市民生活の確保に取り組みます。

環境・市民生活
八ヶ岳の豊かな自然と人が調和する環境　
先進都市づくりと安心な市民生活の確保

まちづくりを進める
基本政策・政策横断プロジェクト

・市民一人ひとりが学び続けられる環境を整え、創造力あふれる人
　づくりを目指します。
・人と人とのつながりを大切に、地域と共に次世代を担う子どもた
　ちの「生きる力」を育みます。

子育て・教育・文化
生涯を通じて学び続け、未来を
　　　　　切り拓く、心豊かなひと育ち

・道路や河川、上下水道といったインフラ整備を進めます。
・人口減少・少子高齢化などに伴い生じる空家増加などの課題に
　取り組んでいきます。
・コスト面だけでなく、都市基盤全般を考慮した持続可能なまちづ
　くりを目指します。

都市基盤
豊かな自然と共生した
　　　　　　　安心・快適なまちづくり

茅野市が将来にわたって持続可能なまちであるため、雇用の創出
や移住推進などの具体的な事業を通じて人口減少・少子高齢化対
策に取り組みます。

政策横断プロジェクト
①5000年の歴史（とき）を未来に
　つなぎ力強く明日が輝く茅野市をつくる

地域において人と人とが支えあい、「地域の安全は地域の力で守
る」意識の醸成により、安全で安心な災害に強いまちづくりを進
めます。

②自助・共助・公助による
　　　　災害に強い支え合いのまちづくり

「縄文を識る」、「縄文を広める」、「縄文を産み出す」、「縄文を
楽しむ」、「縄文を守る」の視点から事業を推進し、縄文によるま
ちづくり、ひとづくりに取り組みます。

③優れた縄文の文化・精神を取り入れ、
　　　　　　活かし、継承するまちづくり

国籍や文化の違う人々が共に地域社会の構成員として生活するこ
とができるまちづくりを目指すとともに、国際感覚豊かな人材の育
成を図ります。

④心豊かな多文化共生社会の
　　　　　　　　　　　　実現をめざす

ICTを活用して、市民生活・教育環境の向上、雇用・産業の創出など
を進め、市民が暮らしやすいまちになることを目指します。

⑤ICTが支える、人にやさしい暮らし

目指すまちの将来像や、各政策で実施する様々な取組を着実に実
現していくため、市民のまちづくりへの積極的な参加と、茅野市の
経営資源であるヒト・モノ・カネ・情報を最大限にいかした持続可能
な行政経営を進めます。

行政経営
やさしさと活力あるまちづくりを支える
　　　　　　　　持続可能な行政経営

様々な地域資源を活用した新たな付加価値の創出や地域ブランド
の形成を図るとともに、各産業の経営力や技術力等の強化、人材の
確保・育成、事業活動の基盤となる環境整備を進め、活力と活気あ
ふれるまちづくりを目指します。

産業経済
「住んでよし、訪れてよし、働いてよし」
活力と活気あふれるまちづくり
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広告

豊平下菅沢 茅野市桜めぐり
豊平下菅沢にある祖霊桜。幹周約5.2メートル、
樹高約15メートル、推定樹齢400年以上のシダ
レザクラです。
地域の守り神とし
て墓地に囲まれそ
びえ立っています。
バックには八ヶ岳
を一望することが
できます。



茅野市の新しいロゴマークとブランドフレーズができました を活用して「誇れるまち」と「選ばれるまち」を
目指します。

～ロゴマークとブランドフレーズにはこんな思いがこめられています～
【ロゴマーク】
ロゴマークのモチーフは、1つの大きなハートと8つの山。
8つの山は八ヶ岳と高原都市の豊かな自然を表しています。
緑色は、八ヶ岳や御射鹿池などの爽やかな新緑の自然景観をイメージしています。
1つのハートは、豊かな自然と八ヶ岳に囲まれた地形とまちづくりの核が愛、やさしさ、
人であることを表しています。
赤色は、茅野市の「愛」と縄文時代に使われていた染料をイメージしています。

【ロゴタイプ】
CHINOの中心にある「i」はロゴマークのハートと、ブランドフレーズの中心にある愛を
表現するだけではなく、市民一人ひとりが主人公であるいう意味を込めて「人」に見立て
たデザインにしています。

【ブランドフレーズ】
茅野のローマ字表記は「CHiNO」。まんなかの「i」は「私」で、茅野市のまちづくりの主人
公は「私(人)」であることを表しています。
「i」は「愛」でもあり縄文時代から愛のある暮らしが営まれ、現代に受け継がれているま
ちを表しています。私たちの行動のまんなかには「人」と｢愛」があり、市民一人ひとりに
は笑顔があふれているまちをイメージしています。

結日記 ～恋に想像力を。～

名刺など 施策プロモーション

茅野市在住者と市外在住者を公募し、カップリングした
10組が交換日記で交流を深めて最後は御射鹿池で出
会う新しい婚活企画を始めました。
ニックネームとプロフィールしか知らない二人が相手を
思いやって日記を交換することで二人の距離を縮めて
いきます。日記には、徐々に相手の価値観などがわかっ
ていく様々な仕掛けも用意されています。
スマホひとつで簡単に人とつながり、翌日には逢うこと
ができる時代に日々の出来事や思いを日記に書き留め
る。「まんなかに愛のあるまちCHINO」で始まった、新し
い恋を結ぶ交換日記です。

名刺や記者会見用バックボードなど市の発行物や施設などを中心に
ロゴマークとブランドフレーズを積極的に使用して市内外での定着
を目指します。

　市が取り組む行政施策を「まんなかに愛のあるまちCHINO」を
使って業務をわかりやすく伝え、行政に興味や関心をもってもらうた
めのイメージを示しました。
　キャッチコピーとリード文、メイン画像で茅野市が目指す姿をわか
りやすく表現しました。今後は、施策別にポスターによる掲示やイベ
ントでの配布などを行っていきます。

 I N F O R M A T I O N  O F  C H I N O  C I T Y , N A G A N O  2 0 1 9

茅 野 市  都 市 建 設 部  水 道 課

 I N F O R M A T I O N  O F  C H I N O  C I T Y , N A G A N O  2 0 1 9

茅 野 市  産 業 経 済 部  農 林 課

 I N F O R M A T I O N  O F  C H I N O  C I T Y , N A G A N O  2 0 1 9

茅 野 市  こ ど も 部  こ ど も 課・幼 児 教 育 課・学 校 教 育 課

出会いの場所は御射鹿池 交換日記でゆっくり交流を深めます
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アルピコ交通 検索

 

 



茅野市の新しいロゴマークとブランドフレーズができました を活用して「誇れるまち」と「選ばれるまち」を
目指します。

～ロゴマークとブランドフレーズにはこんな思いがこめられています～
【ロゴマーク】
ロゴマークのモチーフは、1つの大きなハートと8つの山。
8つの山は八ヶ岳と高原都市の豊かな自然を表しています。
緑色は、八ヶ岳や御射鹿池などの爽やかな新緑の自然景観をイメージしています。
1つのハートは、豊かな自然と八ヶ岳に囲まれた地形とまちづくりの核が愛、やさしさ、
人であることを表しています。
赤色は、茅野市の「愛」と縄文時代に使われていた染料をイメージしています。

【ロゴタイプ】
CHINOの中心にある「i」はロゴマークのハートと、ブランドフレーズの中心にある愛を
表現するだけではなく、市民一人ひとりが主人公であるいう意味を込めて「人」に見立て
たデザインにしています。

【ブランドフレーズ】
茅野のローマ字表記は「CHiNO」。まんなかの「i」は「私」で、茅野市のまちづくりの主人
公は「私(人)」であることを表しています。
「i」は「愛」でもあり縄文時代から愛のある暮らしが営まれ、現代に受け継がれているま
ちを表しています。私たちの行動のまんなかには「人」と｢愛」があり、市民一人ひとりに
は笑顔があふれているまちをイメージしています。

結日記 ～恋に想像力を。～

名刺など 施策プロモーション

茅野市在住者と市外在住者を公募し、カップリングした
10組が交換日記で交流を深めて最後は御射鹿池で出
会う新しい婚活企画を始めました。
ニックネームとプロフィールしか知らない二人が相手を
思いやって日記を交換することで二人の距離を縮めて
いきます。日記には、徐々に相手の価値観などがわかっ
ていく様々な仕掛けも用意されています。
スマホひとつで簡単に人とつながり、翌日には逢うこと
ができる時代に日々の出来事や思いを日記に書き留め
る。「まんなかに愛のあるまちCHINO」で始まった、新し
い恋を結ぶ交換日記です。

名刺や記者会見用バックボードなど市の発行物や施設などを中心に
ロゴマークとブランドフレーズを積極的に使用して市内外での定着
を目指します。

　市が取り組む行政施策を「まんなかに愛のあるまちCHINO」を
使って業務をわかりやすく伝え、行政に興味や関心をもってもらうた
めのイメージを示しました。
　キャッチコピーとリード文、メイン画像で茅野市が目指す姿をわか
りやすく表現しました。今後は、施策別にポスターによる掲示やイベ
ントでの配布などを行っていきます。

 I N F O R M A T I O N  O F  C H I N O  C I T Y , N A G A N O  2 0 1 9

茅 野 市  都 市 建 設 部  水 道 課

 I N F O R M A T I O N  O F  C H I N O  C I T Y , N A G A N O  2 0 1 9

茅 野 市  産 業 経 済 部  農 林 課

 I N F O R M A T I O N  O F  C H I N O  C I T Y , N A G A N O  2 0 1 9

茅 野 市  こ ど も 部  こ ど も 課・幼 児 教 育 課・学 校 教 育 課

出会いの場所は御射鹿池 交換日記でゆっくり交流を深めます
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本気で足と「ひざ」のことを
考えたシューズです
本気で足と「ひざ」のことを
考えたシューズです
アサヒメディカルウォーク

 ハイトスポーツ
 茅野市塚原１-17 オギノ茅野ショッピングセンター2F
 TEL72-2646　　営業時間 10:00～19:00
《オギノグリーンスタンプカードサービス実施店》 ※一部対象外あり

アサヒメディカルウォーク

市内小中学校
体育着、上はき
取扱い店

かかと部に配置した
スクリュー構造がポイント！

足と靴の専門家
フットケアトレーナーに
ご相談下さい

外反母趾・扁平足・タコ等



いつまでも住み慣れた地域で
暮らしていくために

区・自治会で取り組むごみの収集

区・自治会の概要 区・自治会活動の経費

災害時の初動体制は、まず地域から

　長野県は、男女ともに平均寿命で長年上位にランクされている長寿
県です。また、高齢者一人あたりの医療費が低い県としても有名です。
　健康で長生きすることは人間誰しもの願いです。そのためには仕事
や趣味を続けたり、ご近所に話し相手がいたりと、日常生活の中で生き
がいにつながるさまざまな要因が求められます。
　それぞれの地域では、身体が弱くなった高齢者やひとり暮らしの高
齢者が、家の中に閉じこもらず、地域で暮らしていかれるために「生き
生きサロン」などを開催して見守りや支援を行っています。
　今の生活だけを考えるのでなく長い人生を考えたとき、地域社会と
の絆を深めておくことは大事なことです。

　区・自治会では、地域住民の選挙などで選出された区長・自治会長さん
を中心に、区・自治会の議会や委員会等を設置し、事業計画や予算を立て
て、地域のみなさんが主体的にさまざまな活動に取り組んでいます。
　区・自治会は、防災、防犯、交通安全、環境美化、教育、福祉等、個人
の力だけでは解決できない地域の共通課題を、地域のみなさん一人ひ
とりが力を合わせて自主的に解決していく場であり、また、地域の交流
や心のふれあう場でもあります。
　また、市広報紙等、市からのお知らせは区・自治会を通して配布して
います。区・自治会に加入されていない方は、市内の公共施設や金融機
関、コンビニエンスストアなどで入手できます。

　区・自治会には、さまざまな活動費や共有施設の維持管理費に充て
るため地域住民が負担する経費として、区・自治会独自の規約で定めら
れた会費（区費や自治会費）があります。また、過去や将来の財産取得
費など一時的・多額の出費に充てるための特別費用として、すでに在住
する住民の方々が負担した経費に見合う金額を、区・自治会への加入
時にご負担いただく一時金（加入金）のある区・自治会もあります。
　これらの経費の算定は区・自治会の規模や事業によって異なります
し、会費は、年ごとに違う場合もあります。また、会費以外に衛生費や消
防費など特定の目的のために負担していただく場合もあります。
　いずれも、区・自治会の議会や総会などで決定されますので、内容や
金額はそれぞれの区長・自治会長さんに確認してください。
　また、これらの会費等以外にも、市からの委託金やその他の助成金、
寄付金などにより、区・自治会活動が行われています。

　茅野市では、市民からの提言により、平成10年から市内全域で９種
類１６品目の分別収集が公民協働の形でスタートしました。
　区・自治会内の可燃物ステーションやリサイクルステーションは、それ
ぞれの区・自治会が設置しています。その管理は、それぞれの区・自治
会の環境分野の役員さんや、各家庭の持ち回り当番で行っています。
　このような施設の維持管理経費や、区域内の環境美化活動に対し、
市は支援を行っています。

　平成２３年の東日本大震災発生から8年。その間にも、平成２８年の熊本地震、平成２９年九州北部豪雨、そして
西日本を襲った平成３０年７月豪雨・・・。毎年多くの方が尊い命を亡くされています。災害で犠牲にならないために
は、「災害は必ず起きる」という危機感を持っていただくこと、その時「自分の家族は自分で守る」という意識が最も
大切です。
　近年の激甚化する災害では、個人、自主防災組織、行政、防災関係機関それぞれが、別々に動いていても、犠牲
者をゼロにすることは困難です。これからは、自助、共助、公助が一体となって、地域社会として自然災害に立ち向
かう。特に、地域やご近所同士の助け合いが不可欠になります。

区・自治会と地区
　区・自治会で活動する組織・団体が、もう一回り大きな地域で、それ
ぞれの組織・団体に共通する問題に取り組むために連絡調整や活動の
連携を行うための組織として「地区」があります。
　地区は、昭和３０年の町村合併により茅野市が誕生（合併当時は茅
野町）する以前の町村を単位とする９地区と、長野県による大型住宅団
地開発により誕生した中大塩地区の計１０地区があり、ほぼ小学校の
通学区域に一致します。
　十二支の「寅」と「申」の年に行われる諏訪の一大イベント、諏訪大社
御柱祭では「地区の団結力」が発揮されます。

地域で取り組む子どもの安全対策

　市内10地区の図書館分室に
併設された「地区こども館」は、主
に平日の放課後、学校帰りの子
どもたちの異年齢交流や世代間
交流のための「居場所」として、そ
れぞれの地区の自主的なルール
で運営されています。

　一時期、登下校途中の小学生に悲惨な事態が発生する事件が全国
的に相次ぎました。市内でも、不審者と思われる人が出没したことがあ
りました。
　こんなとき地域では、小中学校、PTA、保育園や保護者会といった直
接の関係者だけでなく、高齢者クラブの方々が朝夕の散歩の時間を子

地区こども館

一人ひとりの子どもを
地域みんなの力で育てる
　茅野市では、将来を担う子どもたちが『たくましく・やさしい・
夢のある子ども』に育つことを願い、さまざまな支援・応援に取
り組んでいます。

自助・共助で取り組む地域コミュニティ活動
　現在市内には、地域住民による自主的なコミュニティ活動組織の「区・自治会」が、 100組織あります。
　これらの区・自治会では、住民相互の連絡、防災や防犯、環境美化、高齢者や子育て家庭の応援など、
それぞれの地域での日常生活に密着した共同活動や古くから培われてきた伝統行事などを通じて、地
域の特性を活かした『安全・安心で住みよい地域づくり』に取り組んでいます。

「自助・共助・公助のまちづくり」
茅野市が取り組む

　茅野市は、地域コミュニティ活動を大切にしたまちづくりを進めています。個人や家庭で取り組む「自助」、
個人や家庭では難しい課題に、地域が人と人とのふれあい・支え合いで取り組む「共助」、それらの活動を
行政が支援する「公助」が相まって、魅力ある地域づくり、活力あるまちづくりを進めています。

どもたちの通学時間帯に合
わせたり、地域の方々がパト
ロールと声かけをするなど、
地域をあげて、子どもの安全
対策に取り組んでいます。
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今すぐできる
日常備蓄の
ススメ

防災

　大規模災害の備えとして、食
品や生活用品を少し多めに購入
しておく「日常備蓄」をしておき
ましょう。日常で古い順から使
い、また補充すればいいだけな
ので、継続して備蓄できます。

参考／東京都発行『東京防災』P.92～P.93より

1  冷蔵庫は食料品備蓄庫と 
考える

　一般家庭では、冷蔵庫の中や買
い置きの食料品が1～2週間分ある
といわれます。非常時には冷凍庫
→冷蔵庫→その他の食品のように、
順序を考えて食べていきます。

2  生活用水の重要性
　断水になると最も困るのが生活
用水。万が一に備えて、常に風呂
に水を張っておきましょう。

3  オール電化住宅の必需品
　停電に備えてカセットコンロ・ガ
スボンベを用意しておきましょう。
ガスが供給されなくなった場合も、
カセットコンロが役立ちます。

4  ひとり暮らしの備蓄
　コンビニ利用の多いひとり暮らし
は、カップ麺やレトルト食品、スナ
ック菓子などを、いつもより少し多
めに買い置きしておきましょう。

5  使用期限をチェック
　電池、薬、使い捨てカイロなど
にも使用期限があります。定期的
に点検しましょう。

�
非常食…レトルトご飯、缶詰、
菓子など
水…飲料水は1人1日3Lが目安�
生活用品…カセットコンロ、薬、
救急箱、ラップ、ティッシュペ
ーパー、乾電池など

 こんなものを備蓄しておこう

日常備蓄5つのポイントこちら
も

チェッ
ク！

185×60-日常備蓄_Citymap_NSM_F1.indd   1 2017/06/13   17:13



いつまでも住み慣れた地域で
暮らしていくために

区・自治会で取り組むごみの収集

区・自治会の概要 区・自治会活動の経費

災害時の初動体制は、まず地域から

　長野県は、男女ともに平均寿命で長年上位にランクされている長寿
県です。また、高齢者一人あたりの医療費が低い県としても有名です。
　健康で長生きすることは人間誰しもの願いです。そのためには仕事
や趣味を続けたり、ご近所に話し相手がいたりと、日常生活の中で生き
がいにつながるさまざまな要因が求められます。
　それぞれの地域では、身体が弱くなった高齢者やひとり暮らしの高
齢者が、家の中に閉じこもらず、地域で暮らしていかれるために「生き
生きサロン」などを開催して見守りや支援を行っています。
　今の生活だけを考えるのでなく長い人生を考えたとき、地域社会と
の絆を深めておくことは大事なことです。

　区・自治会では、地域住民の選挙などで選出された区長・自治会長さん
を中心に、区・自治会の議会や委員会等を設置し、事業計画や予算を立て
て、地域のみなさんが主体的にさまざまな活動に取り組んでいます。
　区・自治会は、防災、防犯、交通安全、環境美化、教育、福祉等、個人
の力だけでは解決できない地域の共通課題を、地域のみなさん一人ひ
とりが力を合わせて自主的に解決していく場であり、また、地域の交流
や心のふれあう場でもあります。
　また、市広報紙等、市からのお知らせは区・自治会を通して配布して
います。区・自治会に加入されていない方は、市内の公共施設や金融機
関、コンビニエンスストアなどで入手できます。

　区・自治会には、さまざまな活動費や共有施設の維持管理費に充て
るため地域住民が負担する経費として、区・自治会独自の規約で定めら
れた会費（区費や自治会費）があります。また、過去や将来の財産取得
費など一時的・多額の出費に充てるための特別費用として、すでに在住
する住民の方々が負担した経費に見合う金額を、区・自治会への加入
時にご負担いただく一時金（加入金）のある区・自治会もあります。
　これらの経費の算定は区・自治会の規模や事業によって異なります
し、会費は、年ごとに違う場合もあります。また、会費以外に衛生費や消
防費など特定の目的のために負担していただく場合もあります。
　いずれも、区・自治会の議会や総会などで決定されますので、内容や
金額はそれぞれの区長・自治会長さんに確認してください。
　また、これらの会費等以外にも、市からの委託金やその他の助成金、
寄付金などにより、区・自治会活動が行われています。

　茅野市では、市民からの提言により、平成10年から市内全域で９種
類１６品目の分別収集が公民協働の形でスタートしました。
　区・自治会内の可燃物ステーションやリサイクルステーションは、それ
ぞれの区・自治会が設置しています。その管理は、それぞれの区・自治
会の環境分野の役員さんや、各家庭の持ち回り当番で行っています。
　このような施設の維持管理経費や、区域内の環境美化活動に対し、
市は支援を行っています。

　平成２３年の東日本大震災発生から8年。その間にも、平成２８年の熊本地震、平成２９年九州北部豪雨、そして
西日本を襲った平成３０年７月豪雨・・・。毎年多くの方が尊い命を亡くされています。災害で犠牲にならないために
は、「災害は必ず起きる」という危機感を持っていただくこと、その時「自分の家族は自分で守る」という意識が最も
大切です。
　近年の激甚化する災害では、個人、自主防災組織、行政、防災関係機関それぞれが、別々に動いていても、犠牲
者をゼロにすることは困難です。これからは、自助、共助、公助が一体となって、地域社会として自然災害に立ち向
かう。特に、地域やご近所同士の助け合いが不可欠になります。

区・自治会と地区
　区・自治会で活動する組織・団体が、もう一回り大きな地域で、それ
ぞれの組織・団体に共通する問題に取り組むために連絡調整や活動の
連携を行うための組織として「地区」があります。
　地区は、昭和３０年の町村合併により茅野市が誕生（合併当時は茅
野町）する以前の町村を単位とする９地区と、長野県による大型住宅団
地開発により誕生した中大塩地区の計１０地区があり、ほぼ小学校の
通学区域に一致します。
　十二支の「寅」と「申」の年に行われる諏訪の一大イベント、諏訪大社
御柱祭では「地区の団結力」が発揮されます。

地域で取り組む子どもの安全対策

　市内10地区の図書館分室に
併設された「地区こども館」は、主
に平日の放課後、学校帰りの子
どもたちの異年齢交流や世代間
交流のための「居場所」として、そ
れぞれの地区の自主的なルール
で運営されています。

　一時期、登下校途中の小学生に悲惨な事態が発生する事件が全国
的に相次ぎました。市内でも、不審者と思われる人が出没したことがあ
りました。
　こんなとき地域では、小中学校、PTA、保育園や保護者会といった直
接の関係者だけでなく、高齢者クラブの方々が朝夕の散歩の時間を子

地区こども館

一人ひとりの子どもを
地域みんなの力で育てる
　茅野市では、将来を担う子どもたちが『たくましく・やさしい・
夢のある子ども』に育つことを願い、さまざまな支援・応援に取
り組んでいます。

自助・共助で取り組む地域コミュニティ活動
　現在市内には、地域住民による自主的なコミュニティ活動組織の「区・自治会」が、 100組織あります。
　これらの区・自治会では、住民相互の連絡、防災や防犯、環境美化、高齢者や子育て家庭の応援など、
それぞれの地域での日常生活に密着した共同活動や古くから培われてきた伝統行事などを通じて、地
域の特性を活かした『安全・安心で住みよい地域づくり』に取り組んでいます。

「自助・共助・公助のまちづくり」
茅野市が取り組む

　茅野市は、地域コミュニティ活動を大切にしたまちづくりを進めています。個人や家庭で取り組む「自助」、
個人や家庭では難しい課題に、地域が人と人とのふれあい・支え合いで取り組む「共助」、それらの活動を
行政が支援する「公助」が相まって、魅力ある地域づくり、活力あるまちづくりを進めています。

どもたちの通学時間帯に合
わせたり、地域の方々がパト
ロールと声かけをするなど、
地域をあげて、子どもの安全
対策に取り組んでいます。
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あなたのお住まいの地区はこちらです
茅野市内　区･自治会一覧（2019.1.1現在）
ちの地区
上原区　横内区　茅野町区　仲町区　
塚原区　本町区　城山区　丁田自治会

中大塩地区
中大塩１区　中大塩２区　中大塩３区　
中大塩４区

湖東地区
上菅沢区　中村区　山口区　堀区　
新井区　金山区　須栗平区　笹原区　
白井出区　松原自治会　
花蒔自治会　東平自治会

豊平地区
南大塩区　下菅沢区　下古田区　福沢区
上古田区　御作田区　塩之目区　
上場沢区　広見区　山寺団地自治会　
グリーンヒルズヴィレッジ自治会

玉川地区
山田区　中沢区　田道区　粟沢区　
神之原区　北久保区　上北久保区　
子之神区　菊沢区　穴山区　農場区　
小泉区　南小泉区　小堂見区　緑区

北山地区
柏原区　湯川区　芹ヶ沢区　糸萱区　
蓼科区　白樺湖自治会　
蓼科中央高原自治会　車山高原自治会　
緑の村自治会

米沢地区
埴原田区　鋳物師屋区　北大塩区　
塩沢区　米沢台区

金沢地区
大沢区　青柳区　御狩野区　金沢上区　
金沢下区　大池区　木舟区　金沢台自治会
新金沢区　サンコーポラス旭ヶ丘自治会　
旭ヶ丘自治会

泉野地区
大日影区　槻木区　小屋場区　中道区　
若葉台自治会

宮川地区
高部区　新井区　安国寺区　中河原区　
茅野区　西茅野区　坂室区　両久保区　
田沢区　丸山区　ひばりヶ丘区　長峰区　
向ヶ丘区　東向ヶ丘区　西山区  
みどりヶ丘区　みどりヶ丘市営住宅自治会
赤田自治会　鏡湖自治会　自然郷自治会

玉川地区

豊平地区

泉野地区

湖東地区

北山地区

米沢地区

ちの地区

宮川地区

金沢地区

中大塩地区

玉川地区

婚姻届を記念に残したいお二人をお祝いします！

茅野市オリジナルの婚姻届
～茅野市に婚姻届を提出されるお二人をお祝いするサービスを始めました～
婚姻の届出は、お二人の門出を記念する大切なセレモニーです。「茅野市に婚姻届を提出していただいたお二人
の一生の思い出にしていただきたい。」「茅野市で結婚し住んでいただきたい。」こんな願いから、平成30年８月か
らご結婚されるお二人の末永い幸せをお祝いするサービスとして、「茅野市オリジナル婚姻届の配布」「婚姻届記
念写真の撮影」「結婚記念証のプレゼント」を始めました。

婚姻届記念写真の撮影

結婚記念証のプレゼント

茅野市オリジナル婚姻届の配布
「婚姻届を記念にしたい」「可愛い婚姻届に署名したい」というお二人のために
茅野市の市章や国宝「土偶」、八ヶ岳をモチーフにした可愛らしい、「オリジナル
婚姻届」４種類を制作しました。一般的な婚姻届を含め、５種類の中から希望す
るデザインの婚姻届をお選びください。

お二人での婚姻届の提出が一生の思い出になるよう写真撮影に協力します。
撮影は専用のウエディングパネルを使い、無料で行います。
撮影時間等は、平日（１２月２９日～１月３日を除く）午前９時～５時までです。
撮影場所は、市役所２階エスカレーター前にてお撮りします。ご自身のデジタル
カメラやスマホでも撮影します。
土日祝日に婚姻届を提出される方やお一人で婚姻届の提出を予定している方
で希望される方は、事前に担当者にご相談ください。

婚姻届は、提出するとお二人の手元に残らないことから、婚姻届と同じデザイン
の結婚記念証を市オリジナルデザインのホルダーに添えてプレゼントします。
婚姻届記念のプレゼントは記念証、記念写真、ホルダーの最大3点になります。
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� P103 F-5� P109 D-3

皆さまと共に60年　いつも笑顔の
有限
会社タケムラプロパン

茅野市仲町14-5　TEL：0266-72-2382

ガスコンロ・給湯器の交換以外にも、
台所やお風呂などのリフォーム工事も
承ります。
まずは、お気軽にご相談ください。



あなたのお住まいの地区はこちらです
茅野市内　区･自治会一覧（2019.1.1現在）
ちの地区
上原区　横内区　茅野町区　仲町区　
塚原区　本町区　城山区　丁田自治会

中大塩地区
中大塩１区　中大塩２区　中大塩３区　
中大塩４区

湖東地区
上菅沢区　中村区　山口区　堀区　
新井区　金山区　須栗平区　笹原区　
白井出区　松原自治会　
花蒔自治会　東平自治会

豊平地区
南大塩区　下菅沢区　下古田区　福沢区
上古田区　御作田区　塩之目区　
上場沢区　広見区　山寺団地自治会　
グリーンヒルズヴィレッジ自治会

玉川地区
山田区　中沢区　田道区　粟沢区　
神之原区　北久保区　上北久保区　
子之神区　菊沢区　穴山区　農場区　
小泉区　南小泉区　小堂見区　緑区

北山地区
柏原区　湯川区　芹ヶ沢区　糸萱区　
蓼科区　白樺湖自治会　
蓼科中央高原自治会　車山高原自治会　
緑の村自治会

米沢地区
埴原田区　鋳物師屋区　北大塩区　
塩沢区　米沢台区

金沢地区
大沢区　青柳区　御狩野区　金沢上区　
金沢下区　大池区　木舟区　金沢台自治会
新金沢区　サンコーポラス旭ヶ丘自治会　
旭ヶ丘自治会

泉野地区
大日影区　槻木区　小屋場区　中道区　
若葉台自治会

宮川地区
高部区　新井区　安国寺区　中河原区　
茅野区　西茅野区　坂室区　両久保区　
田沢区　丸山区　ひばりヶ丘区　長峰区　
向ヶ丘区　東向ヶ丘区　西山区  
みどりヶ丘区　みどりヶ丘市営住宅自治会
赤田自治会　鏡湖自治会　自然郷自治会

玉川地区

豊平地区

泉野地区

湖東地区

北山地区

米沢地区

ちの地区

宮川地区

金沢地区

中大塩地区

玉川地区

婚姻届を記念に残したいお二人をお祝いします！

茅野市オリジナルの婚姻届
～茅野市に婚姻届を提出されるお二人をお祝いするサービスを始めました～
婚姻の届出は、お二人の門出を記念する大切なセレモニーです。「茅野市に婚姻届を提出していただいたお二人
の一生の思い出にしていただきたい。」「茅野市で結婚し住んでいただきたい。」こんな願いから、平成30年８月か
らご結婚されるお二人の末永い幸せをお祝いするサービスとして、「茅野市オリジナル婚姻届の配布」「婚姻届記
念写真の撮影」「結婚記念証のプレゼント」を始めました。

婚姻届記念写真の撮影

結婚記念証のプレゼント

茅野市オリジナル婚姻届の配布
「婚姻届を記念にしたい」「可愛い婚姻届に署名したい」というお二人のために
茅野市の市章や国宝「土偶」、八ヶ岳をモチーフにした可愛らしい、「オリジナル
婚姻届」４種類を制作しました。一般的な婚姻届を含め、５種類の中から希望す
るデザインの婚姻届をお選びください。

お二人での婚姻届の提出が一生の思い出になるよう写真撮影に協力します。
撮影は専用のウエディングパネルを使い、無料で行います。
撮影時間等は、平日（１２月２９日～１月３日を除く）午前９時～５時までです。
撮影場所は、市役所２階エスカレーター前にてお撮りします。ご自身のデジタル
カメラやスマホでも撮影します。
土日祝日に婚姻届を提出される方やお一人で婚姻届の提出を予定している方
で希望される方は、事前に担当者にご相談ください。

婚姻届は、提出するとお二人の手元に残らないことから、婚姻届と同じデザイン
の結婚記念証を市オリジナルデザインのホルダーに添えてプレゼントします。
婚姻届記念のプレゼントは記念証、記念写真、ホルダーの最大3点になります。

あなたのお住まいの地区はこちらです
茅野市内　区･自治会一覧（2019.1.1現在）
ちの地区
上原区　横内区　茅野町区　仲町区　
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中大塩地区
中大塩１区　中大塩２区　中大塩３区　
中大塩４区

湖東地区
上菅沢区　中村区　山口区　堀区　
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白井出区　松原自治会　
花蒔自治会　東平自治会

豊平地区
南大塩区　下菅沢区　下古田区　福沢区
上古田区　御作田区　塩之目区　
上場沢区　広見区　山寺団地自治会　
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の一生の思い出にしていただきたい。」「茅野市で結婚し住んでいただきたい。」こんな願いから、平成30年８月か
らご結婚されるお二人の末永い幸せをお祝いするサービスとして、「茅野市オリジナル婚姻届の配布」「婚姻届記
念写真の撮影」「結婚記念証のプレゼント」を始めました。

婚姻届記念写真の撮影

結婚記念証のプレゼント

茅野市オリジナル婚姻届の配布
「婚姻届を記念にしたい」「可愛い婚姻届に署名したい」というお二人のために
茅野市の市章や国宝「土偶」、八ヶ岳をモチーフにした可愛らしい、「オリジナル
婚姻届」４種類を制作しました。一般的な婚姻届を含め、５種類の中から希望す
るデザインの婚姻届をお選びください。

お二人での婚姻届の提出が一生の思い出になるよう写真撮影に協力します。
撮影は専用のウエディングパネルを使い、無料で行います。
撮影時間等は、平日（１２月２９日～１月３日を除く）午前９時～５時までです。
撮影場所は、市役所２階エスカレーター前にてお撮りします。ご自身のデジタル
カメラやスマホでも撮影します。
土日祝日に婚姻届を提出される方やお一人で婚姻届の提出を予定している方
で希望される方は、事前に担当者にご相談ください。

婚姻届は、提出するとお二人の手元に残らないことから、婚姻届と同じデザイン
の結婚記念証を市オリジナルデザインのホルダーに添えてプレゼントします。
婚姻届記念のプレゼントは記念証、記念写真、ホルダーの最大3点になります。
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　この願いを実現し、地域の中で誰もがその人らしく暮らせる茅野市にすること。そのための支援システムをつ
くることが計画の目的です。第1次プラン（2000～2009）では、市内に4つの保健福祉サービスセンターを置
き、保健・医療・福祉の連携システムをつくりました。第2次プラン（2010～2017）では、地区での地域福祉行動
計画と茅野市社会福祉協議会の地域福祉活動計画を包含しました。
　第3次プラン（2018-2027）では、地区コミュニティセンターと保健福祉サービスセンターが連携しながら区・
自治会の公民館などの施設を利用した身近な小地域の取組を進めていきます。

　「地域福祉行動計画」は、茅野市の全地区（ちの地区は行政区）でつくられた地域
のための計画で、地域の中の活動と福祉課題を整理したものです。
　地域にはさまざまな活動がありますが、そこに参加する人が増えることが一番
大切なことです。そのためには、地域活動が地域の中で共通の目的や目標を持っ
て行われることや、計画的・継続的に進められることが重要になります。そして、活
動が活性化すれば、人と人とのつながりが広がるのではないでしょうか。
　こうした期待をこめて、各地区で地域福祉行動計画をつくり進めていただいて
います。
　この「地域福祉行動計画」を住民のみなさんに知っていただき、計画をもとに地
域の活動が活性化していくことが「福祉でまちづくり」につながると考えています。
　このように地域活動を活性化させ、人と人とのつながりによる支えあいのしくみ
づくりに取り組むことで、地域福祉行動計画が、そこに暮らす人や活動をつなぐも
のになってほしいと願っています。

　「福祉２１茅野」（茅野市の２１世紀の福祉を創る会）は、平成８年に発
足した保健・医療・福祉の連携をめざす市民活動団体です。“ 実践す
る提言集団”として、その時々の課題に合った専門部会を立ち上げな
がら、茅野市独白の支え合いのシステムについて検討したり「福祉２１
ビーナスプラン」の策定・推進母体として活動してきました。
　ビーナスプランの推進に向けて福祉２１茅野も地域とつながり、蓄
えてきた専門知識などを地域活動に役立ててもらいたいと考えてい
ます。

福祉21ビーナスプラン お互いに支えあい、その人らしく暮らせるまちづくり
地域福祉

　茅野市は「自助・共助・公助」という3つの支えを大切にしながらさまざま
な事業に取り組んでいます。その中で、保健・福祉分野の事業についての考
え方を示したものが、『福祉２１ビーナスプラン（茅野市地域福祉計画）』で
す。このプランには4つの願いがあります。

１  一人ひとりが主役となり、「共に生きる」ことができるまち
２  生涯にわたって健やかに、安心して暮らせるまち
３  ふれあい、学びあい、支えあいのあふれるまち
４  すべての人にとって豊かで快適に生活することができるまち

各地区の『地域福祉行動計画』を推進しましょう!

　地域の福祉課題を住民一人ひとりが自分の問題として受
け止め、地域の中で解決していくことができれば私たちの生
活はもっと豊かになります。
　行政・社会福祉協議会は、ともに地域のことを考え地域福
祉行動計画を通じて地域とのつながり（協働）を強くしたい
と考えています。そのために、行政と社会福祉協議会がチー
ムを組み、福祉２１茅野などの関係機関と連携しながら地
域を応援・支援します。

地域コミュニティによる地域福祉の増進2 『福祉21茅野』も地域活動を応援します!!3

保健福祉サービスセンター（行政と社会福祉協議会）を中心とする
個別支援の充実

1

福祉21ビーナスプランの重点項目

あなたのお近くの保健福祉サービスセンターはこちらです。
保健・医療・福祉のことなら何でもお電話ください
開館日：月～金（祝日を除く）　8:30～17:30
時間外でもお電話ください。どのセンターへかけても
24時間相談対応の携帯電話につながります。地域力

共助
行政力
公助

市民力
自助

　保健福祉サービスセンターの主な仕事は、さまざまなサービ
スを組み合わせて個人の生活を支える「個別支援」ですが、この
個別支援の経験を通して学んだこと、気付いたことがあります。
●日常生活に密着した個別課題の解決には、公的なサービス
（公助）だけでなく、地域住民・NPO等の活動による支え合い
（共助）や、本人・家族・身近な人たちの力（自助）が重要であ
ること。

●支え合い、見守りなどの共助・自助の力は、個別支援を充実
させるだけでなく地域内の疾病・孤立・犯罪などの予防につ
ながっているということ。

　そこで、これからの保健福祉サービスセンターは、地域の中
の共助・自助を豊かにすることに重点を置いた取り組みを進め
ます。地域で開催される話し合いなどの場に積極的に参加し、
地域とつながり、地域の皆さんと一緒に共助の支援を研究・開
発していくとともに、地区コミュニティセンターや関係する事業
所と連携して地域活動を支えます。こうした取り組みを進める
ことで、個別支援の充実だけでなく、地域の共助・自助の力を
強くすることにもつながると考えています。

ちの・米沢・中大塩地区の方

中部保健福祉
サービスセンター
塚原2-5-45
茅野市ひと・まちプラザ内
TEL.82-0107
MAP P104-B-5

湖東・北山地区の方

北部保健福祉
サービスセンター
北山4808-1（湯川）
北部デイサービスセンター併設
TEL.77-3000
MAP P119-F-4

宮川・金沢地区の方

西部保健福祉
サービスセンター
宮川3975（中河原）
リバーサイドクリニック併設
TEL.82-0073
MAP P111-E-3

豊平・玉川・泉野地区の方

東部保健福祉
サービスセンター
玉川4300（神之原）
諏訪中央病院横
TEL.82-0026
MAP P113-E-2・3
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　地域にはさまざまな活動がありますが、そこに参加する人が増えることが一番
大切なことです。そのためには、地域活動が地域の中で共通の目的や目標を持っ
て行われることや、計画的・継続的に進められることが重要になります。そして、活
動が活性化すれば、人と人とのつながりが広がるのではないでしょうか。
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域の活動が活性化していくことが「福祉でまちづくり」につながると考えています。
　このように地域活動を活性化させ、人と人とのつながりによる支えあいのしくみ
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　地域の福祉課題を住民一人ひとりが自分の問題として受
け止め、地域の中で解決していくことができれば私たちの生
活はもっと豊かになります。
　行政・社会福祉協議会は、ともに地域のことを考え地域福
祉行動計画を通じて地域とのつながり（協働）を強くしたい
と考えています。そのために、行政と社会福祉協議会がチー
ムを組み、福祉２１茅野などの関係機関と連携しながら地
域を応援・支援します。

地域コミュニティによる地域福祉の増進2 『福祉21茅野』も地域活動を応援します!!3

保健福祉サービスセンター（行政と社会福祉協議会）を中心とする
個別支援の充実
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福祉21ビーナスプランの重点項目

あなたのお近くの保健福祉サービスセンターはこちらです。
保健・医療・福祉のことなら何でもお電話ください
開館日：月～金（祝日を除く）　8:30～17:30
時間外でもお電話ください。どのセンターへかけても
24時間相談対応の携帯電話につながります。地域力
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　保健福祉サービスセンターの主な仕事は、さまざまなサービ
スを組み合わせて個人の生活を支える「個別支援」ですが、この
個別支援の経験を通して学んだこと、気付いたことがあります。
●日常生活に密着した個別課題の解決には、公的なサービス
（公助）だけでなく、地域住民・NPO等の活動による支え合い
（共助）や、本人・家族・身近な人たちの力（自助）が重要であ
ること。

●支え合い、見守りなどの共助・自助の力は、個別支援を充実
させるだけでなく地域内の疾病・孤立・犯罪などの予防につ
ながっているということ。

　そこで、これからの保健福祉サービスセンターは、地域の中
の共助・自助を豊かにすることに重点を置いた取り組みを進め
ます。地域で開催される話し合いなどの場に積極的に参加し、
地域とつながり、地域の皆さんと一緒に共助の支援を研究・開
発していくとともに、地区コミュニティセンターや関係する事業
所と連携して地域活動を支えます。こうした取り組みを進める
ことで、個別支援の充実だけでなく、地域の共助・自助の力を
強くすることにもつながると考えています。

ちの・米沢・中大塩地区の方

中部保健福祉
サービスセンター
塚原2-5-45
茅野市ひと・まちプラザ内
TEL.82-0107
MAP P104-B-5

湖東・北山地区の方

北部保健福祉
サービスセンター
北山4808-1（湯川）
北部デイサービスセンター併設
TEL.77-3000
MAP P119-F-4

宮川・金沢地区の方

西部保健福祉
サービスセンター
宮川3975（中河原）
リバーサイドクリニック併設
TEL.82-0073
MAP P111-E-3

豊平・玉川・泉野地区の方

東部保健福祉
サービスセンター
玉川4300（神之原）
諏訪中央病院横
TEL.82-0026
MAP P113-E-2・3

茅野市は福祉でまちづくりをすすめます!!
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　この願いを実現し、地域の中で誰もがその人らしく暮らせる茅野市にすること。そのための支援システムをつ
くることが計画の目的です。第1次プラン（2000～2009）では、市内に4つの保健福祉サービスセンターを置
き、保健・医療・福祉の連携システムをつくりました。第2次プラン（2010～2017）では、地区での地域福祉行動
計画と茅野市社会福祉協議会の地域福祉活動計画を包含しました。
　第3次プラン（2018-2027）では、地区コミュニティセンターと保健福祉サービスセンターが連携しながら区・
自治会の公民館などの施設を利用した身近な小地域の取組を進めていきます。

　「地域福祉行動計画」は、茅野市の全地区（ちの地区は行政区）でつくられた地域
のための計画で、地域の中の活動と福祉課題を整理したものです。
　地域にはさまざまな活動がありますが、そこに参加する人が増えることが一番
大切なことです。そのためには、地域活動が地域の中で共通の目的や目標を持っ
て行われることや、計画的・継続的に進められることが重要になります。そして、活
動が活性化すれば、人と人とのつながりが広がるのではないでしょうか。
　こうした期待をこめて、各地区で地域福祉行動計画をつくり進めていただいて
います。
　この「地域福祉行動計画」を住民のみなさんに知っていただき、計画をもとに地
域の活動が活性化していくことが「福祉でまちづくり」につながると考えています。
　このように地域活動を活性化させ、人と人とのつながりによる支えあいのしくみ
づくりに取り組むことで、地域福祉行動計画が、そこに暮らす人や活動をつなぐも
のになってほしいと願っています。

　「福祉２１茅野」（茅野市の２１世紀の福祉を創る会）は、平成８年に発
足した保健・医療・福祉の連携をめざす市民活動団体です。“ 実践す
る提言集団”として、その時々の課題に合った専門部会を立ち上げな
がら、茅野市独白の支え合いのシステムについて検討したり「福祉２１
ビーナスプラン」の策定・推進母体として活動してきました。
　ビーナスプランの推進に向けて福祉２１茅野も地域とつながり、蓄
えてきた専門知識などを地域活動に役立ててもらいたいと考えてい
ます。

福祉21ビーナスプラン お互いに支えあい、その人らしく暮らせるまちづくり
地域福祉

　茅野市は「自助・共助・公助」という3つの支えを大切にしながらさまざま
な事業に取り組んでいます。その中で、保健・福祉分野の事業についての考
え方を示したものが、『福祉２１ビーナスプラン（茅野市地域福祉計画）』で
す。このプランには4つの願いがあります。

１  一人ひとりが主役となり、「共に生きる」ことができるまち
２  生涯にわたって健やかに、安心して暮らせるまち
３  ふれあい、学びあい、支えあいのあふれるまち
４  すべての人にとって豊かで快適に生活することができるまち

各地区の『地域福祉行動計画』を推進しましょう!

　地域の福祉課題を住民一人ひとりが自分の問題として受
け止め、地域の中で解決していくことができれば私たちの生
活はもっと豊かになります。
　行政・社会福祉協議会は、ともに地域のことを考え地域福
祉行動計画を通じて地域とのつながり（協働）を強くしたい
と考えています。そのために、行政と社会福祉協議会がチー
ムを組み、福祉２１茅野などの関係機関と連携しながら地
域を応援・支援します。

地域コミュニティによる地域福祉の増進2 『福祉21茅野』も地域活動を応援します!!3

保健福祉サービスセンター（行政と社会福祉協議会）を中心とする
個別支援の充実

1

福祉21ビーナスプランの重点項目

あなたのお近くの保健福祉サービスセンターはこちらです。
保健・医療・福祉のことなら何でもお電話ください
開館日：月～金（祝日を除く）　8:30～17:30
時間外でもお電話ください。どのセンターへかけても
24時間相談対応の携帯電話につながります。地域力

共助
行政力
公助

市民力
自助

　保健福祉サービスセンターの主な仕事は、さまざまなサービ
スを組み合わせて個人の生活を支える「個別支援」ですが、この
個別支援の経験を通して学んだこと、気付いたことがあります。
●日常生活に密着した個別課題の解決には、公的なサービス
（公助）だけでなく、地域住民・NPO等の活動による支え合い
（共助）や、本人・家族・身近な人たちの力（自助）が重要であ
ること。

●支え合い、見守りなどの共助・自助の力は、個別支援を充実
させるだけでなく地域内の疾病・孤立・犯罪などの予防につ
ながっているということ。

　そこで、これからの保健福祉サービスセンターは、地域の中
の共助・自助を豊かにすることに重点を置いた取り組みを進め
ます。地域で開催される話し合いなどの場に積極的に参加し、
地域とつながり、地域の皆さんと一緒に共助の支援を研究・開
発していくとともに、地区コミュニティセンターや関係する事業
所と連携して地域活動を支えます。こうした取り組みを進める
ことで、個別支援の充実だけでなく、地域の共助・自助の力を
強くすることにもつながると考えています。

ちの・米沢・中大塩地区の方

中部保健福祉
サービスセンター
塚原2-5-45
茅野市ひと・まちプラザ内
TEL.82-0107
MAP P104-B-5

湖東・北山地区の方

北部保健福祉
サービスセンター
北山4808-1（湯川）
北部デイサービスセンター併設
TEL.77-3000
MAP P119-F-4

宮川・金沢地区の方

西部保健福祉
サービスセンター
宮川3975（中河原）
リバーサイドクリニック併設
TEL.82-0073
MAP P111-E-3

豊平・玉川・泉野地区の方

東部保健福祉
サービスセンター
玉川4300（神之原）
諏訪中央病院横
TEL.82-0026
MAP P113-E-2・3

茅野市は福祉でまちづくりをすすめます!!
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たくましく、やさしい、夢のある子どもを地域みんなで育てよう

「たくましく・やさしい・夢ある子ども」に育つことを願い、
下記の施策を推進します。

　5,000年の悠久の歴史を有する茅野市。この大自然の中で縄文人が食した「どんぐり」は、
やがて山を守る大木になる。そんなどんぐりのような「たくましく、やさしい、夢のある子ども」
に育つことを願い、茅野市こども・家庭応援計画を愛称「どんぐりプラン」と命名しました。

施策目標
1

施策目標
2

施策目標
3

施策目標
4

まなぶ 支える つなぐ・つどう ひとそだち

どんぐリプラン
名称の由来

「どんぐりプラン」に基づく主な取り組み
地域の子どもを地域で育てるために、年齢に応じて利用できる施設が設置されています。

茅野駅前ベルビア3階にある「室内の公
園」です。おおよそ0～3才くらいまでの
未就園児の親子が利用できます。遊具だ
けでなく、食事コーナーやお昼寝コーナ
ー、絵本コーナーなどがあり、一日ゆっく
りと過ごすことができます。スタッフへの
育児相談も随時受け付けています。託児
機能はありません。

市内10ケ所の図書館分室に併設されて
いる「本のある屋根付き公園」です。主に
午前中は未就園児親子が利用し、午後
は放課後の子どもたちの居場所となって
います。託児機能はなく、また学童クラブ
でもありません。利用者が自己責任のも
と、利用することが特徴の一つでもあり
ます。

茅野駅前ベルビア２階にある、中学生・高
校生世代の居場所です。安心して過ごせ
る、自分たちの夢や希望をかなえること
が可能な施設であり、多目的広場や調理
室、食堂、バンド練習用スタジオ、ダンス
練習室、学習室などがあります。スタッフ
への相談も随時受け付けています。

0123広場 地区こども館 CHUKOらんどチノチノ

居場所づくり

相談窓口の設置

相
　談
　者

東部保健福祉サービスセンター（豊平・玉川・泉野地区）TEL.82-0026
西部保健福祉サービスセンター（宮川・金沢地区）TEL.82-0073
中部保健福祉サービスセンター（ちの・米沢・中大塩地区）TEL.82-0107
北部保健福祉サービスセンター（湖東・北山地区）TEL.77-3000

こども・家庭総合支援拠点「育ちあいちの」　TEL.72-2101（内線615、616、617）

必要に応じて関係機関が連携を取って、相談者に対応します。
※相談はどこの窓口でも受け付けています。どこに相談したらよいか迷うときには、こども課にご相談ください。

　茅野市こども・家庭応援計画（どんぐりプラン）は、0歳～18歳までの子どもの健
やかな成長を願い、家庭や学校だけに子育てを任せるのではなく、地域みんなで子
どもや子どものいる家庭を支え合うことを目的とした計画です。
　お母さんのお腹に生命が宿ってから18歳になるまでを一貫して支えていくことを
目的として、保健・医療・福祉・教育が連携して総合的、継続的に子育てを支えていく
地域教育福祉計画です。
　2018年度から2027年度までを第3次計画とし、学校教育の充実、相談体制の
充実、保健福祉と教育の連携強化、子どもの居場所づくりの推進、地域での協働の
仕組みづくりを図ります。子どもを取り巻く環境の変化に沿った施策を、市民のみな
さんと一緒に推進していきます。

子どもたちが様々な体験を
通じて、心と身体の成長と確
かなまなぶ力を身につけると
ともに、生きる力を育みます。

子どもの育ちの視点に立っ
て、保健・医療・福祉・教育が
連携した支援を行います。

地域が協働して、すべての子
どもへの応援を行うため、
人と人とがつながる仕組み・
心の居場所づくりを推進し
ます。

子どもから大人まで共に成
長できるような学びの機会
と、子どもの育ちや子育てに
視点を当てた地域づくりを
推進します。

どんぐりプランでは、身近な場所に相談窓口を設置し、各窓口が連携を取って問題に
対応しています。
子どもに関わる相談は、こども・家庭総合支援拠点「育ちあいちの」へどうぞ。

0123広場 TEL.71-1661
CHUKOらんどチノチノ TEL.75-1199
家庭教育センター TEL.73-4151（相談専用）
市内の保育園・幼稚園
市内の小中学校・高等学校
地区こども館
主な関係機関／諏訪児童相談所、諏訪保健福祉事務所、茅野警察署
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たくましく、やさしい、夢のある子どもを地域みんなで育てよう

「たくましく・やさしい・夢ある子ども」に育つことを願い、
下記の施策を推進します。

　5,000年の悠久の歴史を有する茅野市。この大自然の中で縄文人が食した「どんぐり」は、
やがて山を守る大木になる。そんなどんぐりのような「たくましく、やさしい、夢のある子ども」
に育つことを願い、茅野市こども・家庭応援計画を愛称「どんぐりプラン」と命名しました。

施策目標
1

施策目標
2

施策目標
3

施策目標
4

まなぶ 支える つなぐ・つどう ひとそだち

どんぐリプラン
名称の由来

「どんぐりプラン」に基づく主な取り組み
地域の子どもを地域で育てるために、年齢に応じて利用できる施設が設置されています。

茅野駅前ベルビア3階にある「室内の公
園」です。おおよそ0～3才くらいまでの
未就園児の親子が利用できます。遊具だ
けでなく、食事コーナーやお昼寝コーナ
ー、絵本コーナーなどがあり、一日ゆっく
りと過ごすことができます。スタッフへの
育児相談も随時受け付けています。託児
機能はありません。

市内10ケ所の図書館分室に併設されて
いる「本のある屋根付き公園」です。主に
午前中は未就園児親子が利用し、午後
は放課後の子どもたちの居場所となって
います。託児機能はなく、また学童クラブ
でもありません。利用者が自己責任のも
と、利用することが特徴の一つでもあり
ます。

茅野駅前ベルビア２階にある、中学生・高
校生世代の居場所です。安心して過ごせ
る、自分たちの夢や希望をかなえること
が可能な施設であり、多目的広場や調理
室、食堂、バンド練習用スタジオ、ダンス
練習室、学習室などがあります。スタッフ
への相談も随時受け付けています。

0123広場 地区こども館 CHUKOらんどチノチノ

居場所づくり

相談窓口の設置

相
　談
　者

東部保健福祉サービスセンター（豊平・玉川・泉野地区）TEL.82-0026
西部保健福祉サービスセンター（宮川・金沢地区）TEL.82-0073
中部保健福祉サービスセンター（ちの・米沢・中大塩地区）TEL.82-0107
北部保健福祉サービスセンター（湖東・北山地区）TEL.77-3000

こども・家庭総合支援拠点「育ちあいちの」　TEL.72-2101（内線615、616、617）

必要に応じて関係機関が連携を取って、相談者に対応します。
※相談はどこの窓口でも受け付けています。どこに相談したらよいか迷うときには、こども課にご相談ください。

　茅野市こども・家庭応援計画（どんぐりプラン）は、0歳～18歳までの子どもの健
やかな成長を願い、家庭や学校だけに子育てを任せるのではなく、地域みんなで子
どもや子どものいる家庭を支え合うことを目的とした計画です。
　お母さんのお腹に生命が宿ってから18歳になるまでを一貫して支えていくことを
目的として、保健・医療・福祉・教育が連携して総合的、継続的に子育てを支えていく
地域教育福祉計画です。
　2018年度から2027年度までを第3次計画とし、学校教育の充実、相談体制の
充実、保健福祉と教育の連携強化、子どもの居場所づくりの推進、地域での協働の
仕組みづくりを図ります。子どもを取り巻く環境の変化に沿った施策を、市民のみな
さんと一緒に推進していきます。

子どもたちが様々な体験を
通じて、心と身体の成長と確
かなまなぶ力を身につけると
ともに、生きる力を育みます。

子どもの育ちの視点に立っ
て、保健・医療・福祉・教育が
連携した支援を行います。

地域が協働して、すべての子
どもへの応援を行うため、
人と人とがつながる仕組み・
心の居場所づくりを推進し
ます。

子どもから大人まで共に成
長できるような学びの機会
と、子どもの育ちや子育てに
視点を当てた地域づくりを
推進します。

どんぐりプランでは、身近な場所に相談窓口を設置し、各窓口が連携を取って問題に
対応しています。
子どもに関わる相談は、こども・家庭総合支援拠点「育ちあいちの」へどうぞ。

0123広場 TEL.71-1661
CHUKOらんどチノチノ TEL.75-1199
家庭教育センター TEL.73-4151（相談専用）
市内の保育園・幼稚園
市内の小中学校・高等学校
地区こども館
主な関係機関／諏訪児童相談所、諏訪保健福祉事務所、茅野警察署

広告
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